２０１７．３．１７
Ｎo.１０３１号

自治労県職労春季要求提出交渉

過重労働を撲滅するためには、業務量削減と適正な人員配置を！

パソコンのログ情報で実態把握、実効ある時間外勤務縮減対策について労使協議を！

自治労県職労は3月16日、知事あてに2017年春季要求書を提出し、労務担当局長との交渉を行いました。
冒頭、米倉委員長は、「本日の新聞報道によると、社員に違法な長時間労働をさせたとして、企業とその幹部が書類送検され、また昨年死亡し労災認定を受けていた社員は、過労による自殺だったと報じられていた。過重労働を解消しなければならないという動きは社会的にも大きく広がっている。新システムについて不具合が多数出ており、担当者や職場には相当の負担がかかっていると思う。本格稼働させるまでのスケジュールに無理があったのではないか、その結果、過重労働が発生していると考えられる。知事は議会で、80時間超の時間外勤務者が12月はゼロになったと答弁されたが、職場の反応は冷ややかだ。時間外勤務縮減に向けた取組みの成果が出るには、まだ時間がかかるだろう。長時間労働の原因を追求し、職場ごとにきめ細かな対策が必要である。一過性で終わることのない取組みをしていく必要がある。」とあいさつし、要求書を手交しました。

なお、回答交渉は4月に行われます。職員が安心して、気持ちよく働くことができるよう要求の前進を図りたいと思います。

自治労県職労の要求・発言（要旨）

○賃金・諸制度の改善

・初任給・若年層の賃金を大幅に改善すること。

・非常勤職員等の報酬等を大幅に改善すること。

・臨任・非常勤職員の療養休暇の全期間有給化。

○過重労働の撲滅

・働き方改革推進本部が設置され、時間外勤務の縮減に向けた取組みが行われているが、その一方で長時間労働をしなければ仕事が終わらない職場実態がある。
・月80時間超の時間外勤務を行った職員について、その実態と原因を明らかにすること。

・年間360時間、1か月45時間を超える時間外勤務は、労働基準法違反であることを管理監督者に徹底すること。「意識改革」と言うなら、まず実行を。

・パソコンのログ情報のうち、月30時間・45時間・80時間・100時間超えの実態について、所属別の人数を組合に提供すること。そのログ情報に基づいて、実効ある時間外勤務縮減対策を労使で協議すること。
・36協定の届出を行っている所属について、協定届の内容と在庁時間の実態を明らかにすること。

・特に、過労死水準を超える時間外労働は、職員の命や健康を守るために早急に撲滅しなければならない。

・直接県民サービスとかかわりのない内部管理業務により、多くの時間を取られ、過重労働の原因となり、職員は疲弊している。全庁的に内部管理業務の抜本的な見直しを行い、管理監督者に徹底すること。
・予算編成方式を抜本的に見直し、庁内分権を進めること。部局に大幅な権限移譲をすることが、業務の削減になる。

・予算編成作業は時間内に行うことや資料作成は必要最低限にするなど、財政当局は職員が負担する労力・時間はコストであるという意識を常に持ち、予算編成に係る作業内容を組合と協議した上で明文化すること。
・予算編成業務については、財政課がやるべきこと、局がやるべきことといった役割分担をし、決められたルールを守って行うべき。

○人員要求

・欠員は正規職員をもって早急に解消すること。また、再任用ポストに欠員が生じた場合には、早急に補充すること。

・職業訓練指導員について、最低限現在の欠員を正規職員で配置するために、採用を拡大すること。
・児童相談所等の福祉職について、職員の過重労働を解消できるだけの増員を求める。

・県税事務所や保健福祉事務所は再編統合に伴い、業務量が増加。過重労働を回避し、業務に支障が生じないよう必要な人員配置を。特に、副所長と管理課長が兼務している所属は、兼務を解消すること。

・時間外勤務の削減に向けた増員が措置されなかった部局について、その理由を説明すること。

○メンタルヘルス対策、労働安全衛生課題
・職員健康管理センターの産業医を専任化し、産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて、発症予防、早期発見、早期ケア、早期復職サポートの枠組みによる総合的なメンタルヘルス不全対策を確立すること。

・メンタル不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場の所属長に産業医との面接を義務付け、産業医が状況を把握するシステムを設けること。
・現職死亡やメンタルヘルス不全、公務災害の原因が長時間労働など、職場の労働環境になかったのか、きちんと検証し、早急に対策を講じること。

・職員の様子に変化があると早期に気がつけば、最悪の状態を回避できる場合もある。

・時間外においても冷暖房の稼働を。

・健常者の視点ではなく、障害のある職員や県民の利用を前提に、室温、照明、エレベータ、自動ドア等の設定を検討すること。

○仕事を進める条件の整備
・人事評価システム導入時の「いたずらに差をつけるものではない。人材育成のための制度である。」との確認どおり、誰もが納得し、やる気になる評価となっているか検証し、検証結果に基づき適正に運用すること。

・職員のモチベーションが維持できるような昇任昇格を行うこと。
○行政システム改革
・県民サービスを無視し、職員の雇用や労働条件に大きな影響を及ぼす、派遣・指定管理者制度の導入を見直すこと。特に、業界自体が未成熟な業務について、無理に派遣業務を導入しないこと。

・津久井やまゆり園での事件を踏まえ、指定管理者制度について全般的な検証を行うこと。

・庶務事務システム、会計システム、財産管理システムについて、早急に不具合の原因を明らかにし、効率よく仕事ができる環境を整備すること。
・各システムのトラブルにより、業務増となっている実態をどのように考えているのか。

・安定したシステムとするためには、それなりの予算措置とテスト期間が必要だろう。不具合によって余計な時間がとられ、業務が進まない状況があることを当局は重く受け止めるべきだ。
○再任用職員の労働条件の改善
・賃金の引上げを行うこと。特に、短時間再任用の賃金については、抜本的な見直しを。

・一時金の支給月数について現役と同様とすること。

・休暇制度について現役と同様とすること。

・異動に関するルールについて、組合との協議を。

・人事評価については、1年実施後の検証をきちんと行い、必要な改善を行うこと。
○公正労働基準の確立
・行政補助員制度の抜本的見直しを求める。

・臨任・非常勤職員について一方的な雇止めを行わないこと。
・職業訓練校においては、欠員臨任が多く配置されている。優秀な人には正規職員として働いてもらいたいと思うので、上限年齢の緩和など募集要件の見直しにより、正規職員として働いてもらえる制度づくりが必要だ。
・年度末や年度当初の繁忙期に臨任職員の空白期間がかかり、仕事が回らず、業務に支障が出ている。空白期間の撤廃を求める。

・公契約条例を早期に制定すること。
・「指定管理」を含め、委託料の積算にあたっては、人件費の単価を県職員の平均賃金とすること。

○ノーマライゼーション課題
・障害者権利条約が批准されたこと、「障害者差別解消法」が施行されたことを踏まえて、早急に人事・給与制度や職場環境の改善を。
・加齢による障害の重度化、二次障害に対応した、職、人事異動、通勤等、人事制度の確立に向けて、労使協議を行うこと。

・加齢等による障害の進行等により、当事者が「合理的配慮」を求めた場合は、法の精神に従い誠実に対応すること。

・職場環境の整備・改善、使用機器の整備・更新に当たっては、障害を持つ当事者の意見を充分把握し、反映させること。
・本庁舎駐車場は大変危険な状態であり、少なくとも歩行する部分だけでも早急に舗装してほしい。

・新庁舎4階の渡り廊下がツルツル滑るので、怖い思いをした。安心して移動できるようにしてほしい。
・電話交換職場については、問題が多発している現場実態を踏まえ、派遣業務の導入を止め、直営化にもどすこと。
無理・無茶な意向打診は

組合に相談を！

4月1日付定期人事異動に先立ち、3月23日（木）に第1次内示（意向打診）が行われます。

「人事異動基本要綱」等では、「職員の通勤に要する時間は、原則として片道1時間30分以内とする」、「子育て又は家族の介護を行う職員については、職業生活と家庭生活との両立に寄与するという観点から、意向の把握に努め、必要に応じて通勤時間や勤務形態等に係る配慮を行うものとする」と定められています。

万一、これらの事情や意向を無視した意向打診が行われた場合は、遠慮なく組合事務所にご相談ください。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































